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（要旨） 

本稿は 2018 年度、第 3 タームの埼玉大学日本語教育センターの日本語Ⅱb（聴解）で、実施した授

業の報告である。本授業では、自律学習を促す発音授業を目指し、次のような流れを中心に取り組

んだ。1）個々の学習スタイルを考慮する。2）インターネットツールを利用し、事前学修を促す。3）

課題の遂行を通じ、自律学習へつなげる。4）振り返りの時間を通じ、学習方法を共有する。インタ

ーネットツールは、1）Online Japanese Accent Dictionary（略 OJAD）（Web 型アクセント辞典）、2） 

つたえるはつおん（Web 教材）、3）Praat（音声分析プログラム）を利用した。学習者は自律的に、

発音の学習に取り組み、学習者間にも協働的学習が観察されたものの課題も残った。今後、インタ

ーネットツール利用と言語学習の問題点について具体的な対策が必要であろう。 

 

キーワード : 自律学習、学習スタイル、Web 教材、OJAD、つたえるはつおん、Praat 

 

1. はじめに 

 

 本実践では、日本語学習者が自ら学習方法を探し、継続学習へつなげることを最終目的とする。これらの

目的を達成するためには、次の点に注目する必要がある。 

 まず、自ら学習方法を探し、それを解決すること、いわゆる、自律（Autonomy）である。青木・中田（2011）

では、「学習の目的、目標、内容、順序、リソースとその利用法、ペース、場所、評価方法を自分で選べる」

とした。また、大木他（2004）では、「学習者が教師に頼らずに、その成否については自分の責任で、教材、

学習を開始する時間、学習にかける時間、学習の方法などについては自分で選択して行う学習のことである。」

と解釈した。これらの概念は、最終的な目的ではあるものの、目的に到達するために、どのような手段と方

法がよいのかについては述べられていない。これらの問題については、中川他（2019）でも指摘があり、自

律学習に進むためには、「足場かけ」が必要であると指摘している。また、自律学習を促す一つの手立てとし

て CALL 教材、Web 教材の活用が挙げられるが、すべての CALL 教材が自律学習を念頭においてシステム開

発をしたわけではない。そのため、CALL 教材の選定、利用法についても実践を行い、その活用方法を検討

する必要がある。 

 次に、音声教育の現状と学習ニーズを考える。日本語を学習する学習者（以下、学習者）は、発音に対す

るニーズは高いものの、その練習方法に苦手意識を持っていると推測される。戸田（2011）の学習者による
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コメントの中には、「自己紹介のとき笑われてしまうので、発音練習がしたい」といった意見が出た。このよ

うな学習者の苦手意識は潜在的に存在し、学習者間、または、他の学習者の前で発話をすることは苦手意識

をより強める可能性がある。また、母語の影響を受けやすいため、母語によって、練習項目が異なる場合が

ある。つまり、これからの音声教育は、学習者の学習背景が多様化していることを勘案し、教育方法を開発

する必要がある。 

これらの問題点と自律学習への足場かけとしての Web 教材の必要性から、木下他（2017）は、発音教育に

特化し、自律学習を促進させるための Web 教材「つたえるはつおん（http://japanese-pronunciation.com）」を開

発した。木下他（2017）では、自律学習は、Plan（学習計画を立てる）、Do（実行する）、See（判断・評価す

る）といった PDS の学習プロセスを自分の意志で決めて実行し、管理することだと述べた。また、金（2019a）

では、音声指導において、「視覚化」は自己モニター力を促すために極めて有効であると述べた。このことか

ら、個人ベースで、練習すること、そして、その音声を視覚化し、評価できるようにすることが音声教育の

一つの方法であると考えた。また、自ら選択できるように、複数の資料の提供も必要であると考えた。 

 そこで、本実践では、現存のインターネットツール、「つたえるはつおん」の他、インターネットアクセン

ト辞典（略、OJAD）、「Praat」を活用し、発音授業を進めることにした。 

  

2．授業の概要 

 

2-1 対象となる学習者 

 今回、対象者は、2018 年度第 3 ターム、埼玉大学日本語教育センターS クラスの日本語Ⅱb（聴解）を履

修した学生である。すべての対象者は日本語能力試験 N1 相当のレベルであった。対象者は 17 名であり、中

国、韓国、台湾、ブラジル、ウクライナ、ロシアからの留学生であった。 

 

2-2 授業の概要 

 本授業はターム制により進み、週 2 コマ、8 週間で実施し、合計 16 コマとなる。授業では、自律学習を促

進させるため、木下他（2011）の内容に基づき、次のような流れで取り組んだ。 

1) 個々の学習スタイルを考慮する。 

2) 複数のインターネットツールを紹介、それらを選択的に利用する。 

3) 課題の遂行を通じ、自律学習を促す。 

4) 振り返りの時間を通じ、学習方法を共有する。 

 

上記の取り組みを中心に、具体的な実践方法としては、PDS プロセスを応用した教案を作成した。まず、

第一段階として、学習項目に関する課題を提示し、その解決方法を考える（Plan）。次に、情報端末室で、Praat 

を利用し、発音を練習、録音する（Do）。最後に、録音した発音を自ら分析する（See）。次の授業日に、学

習者が行った一連の過程についてお互いに振り返る時間を設けた。発音練習項目は、表１でも示したように、

1）有声・無声子音、2) 無声化母音、3) リズム、4）アクセント、5）イントネーション・感情表現であった。

最後に、学んだ発音練習項目を生かした内容の発表を最終課題とした。課題は、自由課題であるが、授業で

行った PDS プロセスをどのように実行していたのかも発表することにした。 
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＜表１：授業の具体的な内容と流れ＞ 

 

 

2-3 学習内容の詳細 

本実践では、学習項目ごとに最終達成目標は「Praat」を利用し、提示した。そして、授業中に紹介してい

た「つたえるはつおん」、「OJAD」を自由に利用し、録音、そして、「Praat」で分析するように指示した。 

 

2-3-1 有声・無声子音 ii 

 日本語の有声・無声子音は有声性の音響的な特徴として、「声帯振動の開始時間（voice onset time, VOT）」

が挙げられる（Lisker & Abramason, 1971）。日本語の語頭の有声子音は、マイナスの値であることを確認した

（清水、1999）。従って、本実践では、有声・無声子音を区別し、生成するためには、VOT のマイナス値に

なるように発音することを目標とした。図１は、本実践で用いた「つたえるはつおん」のモデル音声をダウ

ンロードし、分析したものである。課題遂行時に聞くであろうと判断される音声も VOT マイナス値であっ

た。授業では、有声・無声の対立を持つミニマルペアを提示し、語頭有声子音の部分に注目するように指示

した。 

 

2-3-2 無声化母音 

 有声・無声子音の学習を経てから、母音の区間を見分けることができるようにした後、無声化母音の練習

を行った。無声化母音の練習材料は、国際交流基金・磯村（2009）を参照した。 

                                                  
ii 音響的特徴としてVOTが主な変数になり得るのは、語頭無声破裂音/p/,/t/,/k/ と語頭有声破裂音/b/,/d/,/g/

であり、日本語のすべての無声子音・有声子音の特徴であるとは言い切れない。しかし、教育的観点の勘案し、よ

り明示的で理解のしやすい表現として「無声・有声子音」という用語を用いた。 
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2-3-3 リズム 

 リズムは、二つの観点から進めた。1 つ目は、リズムユニットiiiに基づいたリズムの練習である。リズムユ

ニットは、発話レベルにおける日本語のリズム単位の一つである。本授業で用いた素材は、谷川俊太郎の詩

の一部を使用した（谷川、 1988）。2 つ目は、日本語のリズムの構成に最も重要な学習要素の一つである特

殊拍を用いたリズムの練習であった。特に、特殊拍が先行する拍と同程度の長さであることを練習した。リ

ズムの練習は、「つたえるはつおん」を参照し、各自、学習方法を練習するようにした。課題も、多様なリズ

ムの練習方法を紹介し、自ら選択できるようにした。 

 

         図１. 有声・無声子音の練習時における視覚化の一例 

 

2-3-4 アクセント・イントネーション 

 アクセントおよびイントネーションは、「つたえるはつおん」を利用し、聞き取りテストを実施した後、

「OJAD」を利用し、アクセント・イントネーションを調べるようにした。その後、例文を提示し、「Praat」

上で確認できるようにした。 

 

3. 実践の結果 

 

 今回の授業で、学習者がどのように理解し、学習を進めて行ったのかを確認するため、学習者のノートと

学習者が自ら設定した課題の内容について検討する。 

 

3-1 学習者のノートの検討 

 学習ノートは、毎回、ハンドアウトを配布し、学習を進めた（例、資料）。ハンドアウトは、PSD プロセス

を意識させるため、目標と方法、振り返りを書くようにした。その結果が表 2 である。表の内容からは、項目

ごとに、学習方法や発音を実践した結果の感想が書いてある。学習者が目標を理解し、その目標を達成する

ために、練習をしていた様子が観察される。一方、学習者の中には、既存の方法である「繰り返して練習」

「OJAD で調べる」というような抽象的かつ授業で説明していた内容、そのままを書いている場合もあった。 

 

3-2 学習者の課題の検討 

自由テーマであった課題では、学習者によって差が見られた。表 3 は学習者の課題内容と課題を遂行する

                                                  
iii 発話における日本語のリズムの単位については、さまざまな定義があるが、本稿では、鹿島（2002）の内容に

基づき、「リズムユニット」という用語を使用した。しかし、本授業では、「リズムユニット」という用語は使わず、

「リズム」に統一した。 
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までの説明から得られた情報をまとめたものである。表 3 の内容から、課題を遂行する前に計画の有無によ

って、差が見られた。課題の内容を決めたものの、計画がない場合、授業中に紹介したインターネットツー

ルを利用し、練習するが、その後、どのような変化があったのかは明確ではない。 

一方、最初に具体的な計画、つまり、「何を、どのようにし、何を分析、評価するのか」について明確に

説明ができる状態であれば、実行の段階においてもその方法が複数存在し、練習する課題も複数となった。

また、評価や分析も多様であった。 

 

＜表 2：学習者の学習ノートから抜粋した内容＞ 

 

４．実践後、見えてきた課題 

 

 本章では、実践を通じ、見えてきた課題について述べる。 

 

4-1 録音時における録音環境 

 発音・聴解授業では、録音環境およびオーディオ環境などが授業の質に影響を与える。今回は、インター

ネット環境および録音環境を整えるため、情報端末室に移動し、授業を行った。また、「Praat」の分析をす
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るためには、録音時の騒音に対する対策も必要であった。そのため、本実践では、マイクセットivを用意し、

雑音をできるだけ排除するように工夫をした。さらに、使い方などについては 1 コマ分で説明を行った。今

後も、録音環境等についてさらなる工夫が必要であろう。 

 

4-2 日本語の有声・無声子音の VOT 値の変化 

近年、日本語の語頭有声破裂音の VOT の分布には、さまざまな議論がされている（高田 2011、金 2019b）。

日本語母語話者が語頭有声破裂音の発話時に必ずしもマイナス VOT ではないことと、その傾向が若い世代

により顕著であるという指摘であった。このような生成特徴もあり、学習者の中では、「「ん」を入れる方法、

しかし、生活の時は使わなくても通じる。」というコメントもあった。今後、有声子音の VOT については、

どのように提案し、学習につなげるのかについて検討が必要である。 

 

＜表 3：学習者の課題の内容＞ 

 

                                                  
iv マイクセットの情報は、東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻の峯松研究室の提供によるものである。 

マイクセットの使い方に関する説明：http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine/recording/TIU2016Spring.html 
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4-3 PDS プロセスに関する説明と提案 

 PDS のプロセスを重視するという流れで取り組んだものの、多くの学習者は、P、つまり、計画すること

ができなった。また、計画するということはどのようなことなのか、目標設定や「やったことを説明する」

こととは何が違うのか具体的な例を挙げることができなかったこともあり、多くの学習者は、計画をしない

まま、実行に移る場合が多かった。今後、どのような計画をすべきなのかなどについては具体的な説明や例

を示す必要があると感じた。 

 

4-4 学習スタイルを生かした教育方法と資料の提供 

 第 1 回目の授業で、知覚学習スタイル調査（木下他、2004）v実施したものの、知覚学習スタイルによっ 

て異なる練習方法をしていたかどうかについては確認できなった。また、インターネットツールの中で、「体 

を動かす」という説明をしていたとしても、実際に、「体を動かす」ような練習をしている学習者はいなかっ 

た。また、知覚学習スタイルが「聴覚型」と判定された場合、「繰り返し、聞く」というような従来の方法を 

保持し、変えない傾向も見られた。今後、さまざまな練習方法を試す時間を設け、選択させるというような

時間が必要だと思われる。 

 

5．今後の課題 

 

 本実践では、上級日本語学習者を対象とした発音指導を行った。特に、本実践では、自律的に練習ができ

ることを目指し、自ら発音を録音、分析できるようにし、学習する方法、そのものを学ぶことに注目をした。

今回は、上級日本語学習者であり、自らの日本語の学習経験も豊富であり、すでに、自ら学習することに対

する意識化が高い学習者が多かったものの、課題については主導的ではなかった。今回は、学習例も少なか

ったことから、学習者自身が一人で考えることが難しかったと推測される。また、計画をすることと実行す

ることのつながりが弱く、今後は、これらの一連の過程を経た学習ができるように工夫をしたい。 
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本稿は、The 8th International Conference on Computer Assisted Systems for Teaching & Learning Japanese の「ネット型発音練習プロ

グラムを用いた自律学習の実践－Praat, OJAD, つたえるはつおんの使用を事例－」の発表内容を大幅に加筆修正したものである。 
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